地域生活（グループホーム等）移行の聴き取りについて
自律支援部H15.06.01

　「西駒郷改築に関する提言」(H14.10.21)を受けて、前年度１月～３月にかけて利用者への「聴き取り調査」を実施してきました。
　調査の結果は、今後西駒郷から地域生活への移行を推進する施策の、策定根拠として取り扱われていく予定です。
　コミュニケーションをうまく取れない人たちには、ビデオ・見学会など分かり易い情報を提供する機会と体験する機会が必要ですが、駒ヶ根市のグループホーム開設は３月であったため、準備が充分整っていたわけではありません。
　そのために、調査を繰り返しながら「本人の意向」を、確かめることが必要です。
　６月１日、保護者説明会において、障害福祉課・自律支援室・自律支援部より、地域生活移行に関する最新の情報提供を行いました。また、各部では、職員・利用者によるグループホーム見学会も幾度か実施されております。
　こうした準備を経て、６月中に再度「聴き取り調査」を実施していただくわけですが、聴き取りに際し、以下の点に留意して「地域生活（グループホーム）移行者一覧表」に集約されるようお願いいたします。
利用者に対して
　１　聴き取りには充分な時間が必要ですが、前回地域移行を望んでいた人にも再度確認を行ってください。
  ２　聴き取り前に、グループホームの見学・体験等の情報提供を行ってください。
　３　必要であれば今回以外にも聴き取りの機会を用意してください。
　４　どこで誰と暮らしたいかなど具体的に言える人には、話したそのままの内容を記録してください。
  ５　意思表示や判断が困難な人の場合にはそのように記入してください。
保護者に対して
　１　知事が言っているから・提言が出ているから・既に方針が出ているからという言葉は使わないようにしてください。
　２　「家に帰されるのではないか」とまだ誤解されている人たちが多いようです。「本人の意向」を聴き取りながら、地域の中で暮らしていくための個別支援プログラムを組み立て、移行できる環境を整えていく旨伝えてください。
  ３　保護者の思いが「本人の意向」と異なっても、合わせようとしないでください。
　４　よく分からない場合は、詳しく説明しますと伝えてください。
　５　保護者の意見があれば、個別に簡単にまとめておいてください。
職員に対して
　１　担当する職員はループホームを既に見学している必要があります。
  ２　リラックスできる場所で聴き取りを行うことも大切です。
　３　だれに聞いてもらいたいかを事前に聞いておくことも必要です。
